
DS・DE・AIを活用し課題解

決につなげる実践的スキル

●専門分野でのDS・DEの応用

●データ分析・生成AI活用能力

●統計解析の基礎

●プログラミング基礎

●情報リテラシー・ITセキュリティ

●対人影響力・マネジメント力

取組概要

大学等名 小山工業高等専門学校

教育プログラム名 数理・データサイエンス・AI教育プログラム 応用基礎レベル

申請レベル 応用基礎レベル（大学等単位）

申請年度 令和７年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

◎低学年からの全学科・学科横断型グループ学習

・分野横断型グループワーク➡チームビルディング・マネジメント力の育成

・Pythonプログラミング演習，生成AIの利活用・演習

◎地域連携・学科横断型PBL
・地元自治体の課題と連動した社会実装型PBLでのグループ学習

➡データサイエンス，データエンジニアリング，AIを活用した課題解決

◎学科横断型の数理・データサイエンス・AI活用授業
・自らの専門分野にとらわれない大局的な視点でチャレンジする力の育成

➡データ×AI×各専門分野＝問題解決能力と価値創造を担う人材育成

◎PROGテストの活用

・１・３年で実施し，ジェネリックスキル成長の度合いの確認とフィードバック
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◆DS，DE，AIの専門分野への応用

◆異なる専門分野のメンバーと協働し, 

チームで問題解決する態度

◆ジェネリックスキル・社会人基礎力・

学士力の向上

◆アントレプレナーシップ教育との連携

＝チャレンジする人材輩出の活性化

プログラムの特徴

身に付けられる能力

学内諸活動への波及 修了要件
対象13科目(25単位)の修得

（全て必修・必合格科目）

〇リテラシーレベルと専門教育の橋渡し

・広い視野を持ったデジタル社会で活躍

できる技術者の育成

・グループ活動・演習を軸にデータサイエン

ス(DS)，データエンジニアリング(DE)，AI

活用を「学ぶことの意義」の涵養

・社会での実例をもとにした演習，及び

技術革新と技術者倫理教育

〇数学基礎

・DS・DE・AI学習の基礎となる数学教育

との連携

〇自己点検・評価指標

・学生の自己分析・成長促進
・プログラムの評価・改善

プログラムの目的

科目構成：4年生までの全学科共通13科目

■資格の単位化

( ITパスポート・G検定の取得推奨)

■LMS活用と教職員の常時サポート

(Microsoft365, Teams, WebClass)

■BYOD利用促進

(学内Wi-Fi環境の拡充)

学内の支援基盤

PBL

自己点検・評価
点検評価委員会

外部評価委員会

運営諮問会議

実施体制
・教務委員会が運営・改善

・企画戦略会議による

検討課題提示

リテラシー

統計

解析

PDCA


